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第三松江小学校 

令和８年度 コアプラン 

 

確かな学力コアプラン 

取組１:思考力の育成 算数 問題解決的な学習 

取組２:基礎・基本の習得 

取組３:学びに向かう力の育成 

取組４:指導と評価の一体化で評価の改善 

取組５:学習モラルと家庭学習の充実 

 

豊かな心コアプラン 

取組１:生活モラル（あいさつ等重点）の指導 

取組２:全教育活動で人権尊重の推進 

取組３:安全教育の実践的指導 

取組４:道徳とＳＮＳモラルの推進 

取組５:組織連携でいじめ・不登校に対応 

取組６:自他・社会・自然への思いやりの育成 

 

健やかな体コアプラン 

取組１: 体力の向上 体育 問題解決的な学習 

取組２:なわとび等の運動遊びの充実 

取組３:保健指導 歯科教育で生活習慣の定着 

取組４:食指導 多様な給食で食習慣を養う 

保護者・地域連携・協働コアプラン 

取組１:学校相談体制の充実 

取組２:文科省指定ＣＳと子どもの意見表明 

取組３:年間原則 災害時の共通理解 

取組４:学校評価・ＣＳ評価の充実 

取組５:広報の充実 授業公開と情報発信 

 

組織的学校運営コアプラン 

取組１:組織的学校運営の推進 

取組２:主任を軸とした学校運営の推進 

取組３:学年を軸とした教育活動の推進 

取組４:人事考課の充実 記入前面接の取入れ 

取組５:ライフワークバランスの推進 



「確かな学力」に関する取組

こうした学習のために

教員全員で授業研究や協議

教員個々に授業の計画や準備

問題解決的な学習は、SDGs目標４「質の

高い教育」関連の「持続可能な開発の

ための教育（ESD）」に位置付けられた

取組です。（文科省）

取組の結果、区が実施した３～６年生対象の学力調査で４つの

学年正答率平均が全国水準を上回りました。

かなりの向上です。

自 分 で 解 決 小グループで解決
例
え
ば
、
こ
う
し
た
活
動
を
ど
の
学
年
・
学
級
で
も

こうした取組の結果 学力が向上

（区学力調査３～６年生 算数・国語）

■１人１人の子どもが説明する

言

葉

図・式

まず11を10と1にわけます。

次に10から4を引くと6になります。

6と1で答えは7になります。

11-4=7
1 10 10-4=6 「説明できた」が

「理解できた」

問 題

めあて

見通し

交 流

まとめ

確かめ

考 え

振り返り

子どもは

安心と見通し

をもって学習

前と
同じだ

できそ
うだな

■黒板の書き方を統一する

■めあてを
子どもと創る

めあては?
式の意味を
考えよう

計算の仕方
を考えよう

先生

子ども

先生が決めるのでは

なく、めあても子ど

もが設定する（子ど

もと創る）

■様々な方法で解決する

全 体 で 解 決

65.0%

70.0%

本校 全国

算数 学年平均

65.0%

70.0%

本校 全国

国語 学年平均

求められる
全国水準より上に

問題解決的な学習の
授業公開

と
保護者・地域向け

研究発表

三松小では考える力（思考力・判断力・表現力等）を養

うために「問題解決的な学習」を取り入れています。

確 か な 学 力コ ア プ ラ ン の 取 組



三松小では、様々な基本的生活習慣の定着に取り組んでいます。「豊かな心」に関する取組

自己管理能力（所有物管理）の育成の象徴的な取組

「靴そろえ」 各学級で工夫して取り組んでいます。

■三松小生活モラル（４つの重点取組）

①靴そろえ ②交通安全 ③あいさつ ④時間行動
自己管理（物）

自分で揃える

他と揃える

他の物も揃える

安全判断・行動

校外生活

自ら命を守る

人とのつながり

あいさつ／量・質

あいさつ標語

あいさつのある

学校・町・家庭

自己管理（時）

校内生活

学校・家庭ルール

異学年交流「なかよし

班」の活動では、上級

生は思いやりの心を、

下級生は敬う心を養っ

ています。

横のつながりだけでな

く学年を超えたつなが

りも大切にしています。

■異学年交流

安全の判断力・行動力の育成の象徴的な取組

セブンセーフティとしてまとめ、自ら考えて事故防止が

できるようにしています。

自
ら
事
故
防
止

②

交

通

安

全

セブンセーフティ（７Ｓ）

①学校に届け出ている通学路
で登下校します。
②広がって歩きません。
③走りません。
④寄り道をしません。
⑤忘れ物は取りに戻りません。
⑥右・左・右を見て、渡ります。
⑦点滅したら、渡りません。
渡っているときに点滅したら、
近い方に進みます。

警
察
よ
り
表
彰

自 分 で 揃 え る 友 だ ち と 揃 え る

①
靴
そ
ろ
え

④

時

間

行

動

８ 時 ５ 分目指 し て前もって準備してチャイ

ムと同時に授業開始

自己管理能力（時間管理）の育成の象徴的な取組

「時間行動」 各学級で工夫して取り組んでいます。

③

あ

い

さ

つ

コミュニケーション能力の育成の象徴的な取組 「あいさつNetworking（人のつながりを創っていく）」

「あいさつは目の前の人を大切のする行動」という考え方のもと代表委員会の子どもを中心に進めています。

先生たち

の実演

代表委員会

話し合い

朝 の あ い さ つ 学年・学級で工夫

（あいさつヒーロー）

下記が取組の例です。

豊かな心コアプランの取組①（基本的生活習慣）



三松小は、いじめ・不登校等について年に複数回、重点月間を設定しています。ま

た全校体制で指導・対応をするとともに、家庭・地域・関係機関と連携しています。
「豊かな心」に関する取組

校長講話 要約
• 「命」という字には「叩く」とい
う字が含まれている

• でも、人を叩くために命を使うと
いうことではない

• 心臓に手を当ててみると毎日絶え
間なく、一叩き一叩き動いている

• この心臓の一叩き一叩きの連続が
「命」ということ

• その「命」は、平等に一人に一つ
ずつあり、大切なもの

• だからその命を、他の人を、傷つ
けてはいけない 苦しむから・い
やだから

• みんな同じ「命」 だから苦しい
し痛い だからやってはいけない
こと

• もしも困っていることがあれば先
生や家の人に相談しましょう

校長講話「一つだけの命」

後半は都教委リーフレットをもとに

○状 況 把 握→複数教員で対応

○対 応 会 議→学校として考える

○学 校 相 談→保護者と考える

○いじめ 児童指導→児童に考えさせる

○不登校 児童対応→児童に寄り添う

全教職員の研修でスタート

未然防止・早期発見の重要さを確認

■いじめ・不登校の対応

年３回の全児童アンケート

必要に応じて個別確認・継続観察等

年 間 を 通 じ て

週１回学年朝会で指導 個に応じた指導・関わり

学校相談 日頃から保護者と信頼関係

■

日

常

的

な

対

応

６月14日土曜授業 いじめ防止等の授業

通常級・知的固定学級 全26学級 授業公開

指導流れ スマホで確認しながら参観

６月14日 いじめ防止等の授業参観後

コミュニティ・スクール（CS)協議会

授業や取組 全体説明後 グループ協議

■ふれあい月間の取組 本校で行った「土曜授業でのいじめ防止授業公開」
は来年度から区内の全小中学校で実施となりました。

豊かな心コアプランの取組②（いじめ・不登校の防止）



「健やかな体」に関する取組 三松小では、子どもが自ら体力や健康を向上できるようにするため取り組んでいます。

行事食や郷土料理など多

様な給食、野菜のさやむ

きや小松菜を活用した食

育を通して食への興味関

心を高めています。
グリーンピースのさやむきひ な 祭 り 献 立

■食に関する指導 多様な給食や食育の活動

和食や米飯を中心とし区

特産の小松菜や国産食材

を積極的に使用した給食

を提供しています。

自ら考え、判断・行動できる子

江戸川区

8020応援キャラクター

「リッパー」

歯医者に行こう
キャンペーン

学 校
保 護 者
歯 科 医

連 携

三松小 歯ッピーアクション
は

取組に応じて歯ッピーポイント

（ 努 力 の 見 え る 化 ）

は

人生100年時代 100歳としたら

➢ ６年生 12歳→後88年

➢ １年生 6歳→後94年

後約90年間

歯を使う

＜全 校＞
歯みがき活動
（給食後 毎日）

Ａ
Ｃ
Ｔ
２

２ 年
歯科校医による
はみがき教室

１ 年
歯科校医による
はみがき教室

３年
区歯科指導

５ 年
歯みがき大会フロス
総合 企業協力

４ 年
歯に関する探究学習
読書科・総合等

６ 年
保健学習

歯周病の予防

Ａ
Ｃ
Ｔ
１

歯
に
関

す
る
授

業

＜全 校＞ よい歯の給食ＡＣＴ４

＜全 校＞
フッ化物洗口
（週１回）

Ａ
Ｃ
Ｔ
３

児童委員会（保健委・給食委）の取組Ａ Ｃ Ｔ ５

Ａ Ｃ Ｔ６

Ａ
Ｃ
Ｔ
７

アクションの意味

子ども自ら
アクション

行 動

人生100年を

見すえて

家庭が
アクション

行 動

子どもだけでは

できない歯科通院など

学校が
アクション

行 動

子どもを育てるために

保護者等と連携して

■歯科教育「歯ッピーアクション」 100歳まで健康な歯を保つために

こうした取組により

東京都学校歯科医師

会から表彰

体育の授業では目標を立て

て運動に取り組んでいます。

休み時間も遊びを通して体

力向上を図っています。な

わとびは区の重点です。

自らめあてや取組等を

考え取り組む体育授業

なわとびのゲストティー

チャーによる授業

休み時間のなわとび

■体力向上 体育授業 運動遊び（重点 なわとび）

健 や か な 体コ ア プ ラ ン の 取 組



三松小では、「子どもの成長第一」に家庭や地域と様々な連携の取組をしてます。「相談・連携体制」に関する取組

■tetoru発信

令和６年度、「もっと学校の様子を知

らせてほしい」と最も多くの声が寄せ

られたことを受け、「三松NOW！」と

して学校や各学年の様子を情報発

信するようにしました。

いつ起きるかわからない自

然災害等に備えて「登下

校 年間原則」を定め、保

護者の皆様と連携してお子

さんの命を守れるように

しています。

自然災害等 年間原則

■災害等 年間原則

9月5日台風15号
実際の引き取り

と学校待機

子育ての悩み・家庭と学校の連携などについて誰にでも相談できる「学校相

談」を行っています。

• 相談は、個人面談や個別相談のほか、電話や連絡帳、廊下での対話等を含

めて、学校全体で１９３３７件（2月28日現在）になりました。

• この数は問題がある数ではありません。お子さんの望ましい点を伝え、更

に成長させるための“関わりの数”として重視しています。

学校相談
（個人面談）

電話による
個別対話

■学校相談

■教育目標実現のための授業の公開

土曜授業で３つの教育目標を実現するため

の学習を通常級・すみれ学級 全２６学級で授

業公開をしました。

１１月１５日

健やかな体

歯科教育「歯ッピーアクション」
１月１７日

確かな学力

問題解決的な学習

６月１４日

豊かな心

いじめ防止等

• 令和６年度より区コミュニティ・スクールモデル校の指定を受け、学

校と学校関係者で相談・協働しながら子どもの教育を進めています。

• 2月14日のＣＳ協議会では、代表委員の児童が「あいさつ運動」の報

告と協力を依頼をしました。委員から地域や家庭での充実などの意見

が出されました。今後も連携してあいさつの広げる取組を進めていき

ます。

■コミュニティ・スクール（ＣＳ）モデル校

子どもの報告・依頼 → 受けて委員による協議

保護者・地域 連携・協働コアプランの取組



三松小では、「子どもの成長第一」に教職員組織として指導・運営しています。「組織的学校運営」に関する取組

組 織 的 学 校 運 営 コ ア プ ラ ン の 取 組

３系統に整備・主任を軸に

生

活

指

導

部

保
健
給
食
含

特

別

支

援

部

特
別
支
援
校
内
委
含

生活指導系

体

育

部

教

務

部

Ｉ
Ｃ
Ｔ
推
進
含

特

別

活

動

部

学
習
発
表
会
会
含

教務・行事系

学

習

研

究

部

学
力
向
上
・
評
価
含

教

科

部

会

学習指導系

■運営組織

これにより

• １人１人の役割を明確化

• 全体会議（職員会議） 原則年間０回

令和６年度に系統性ある組織に統合

➢ 教務系

➢ 生活指導系

➢ 学習研究系

指揮等

の順序
指揮者 関与者

ケース１ 校長 副校長

ケース２ 主幹① 主幹②

ケース３ 主幹② 統括①

ケース４ 統括① 統括②

ケース５ 統括② 統括③

〇〇〇〇系

〇

〇

〇

部

〇

〇

〇

部

■
■
部
会
・■
■
■
部
会

〇

〇

〇

部

■
■
部
会
・■
■
■
部
会
・■
■
部
会

主

幹

教

諭

統

括

主

任

部
会
チ
ー
フ

分
掌
主
任

Ｏ

Ｊ

Ｔ

Ｏ

Ｊ

Ｔ

Ｏ Ｊ Ｔ の 推 進

〇
組
教
員

〇
組
教
員

学
年
主
任

学
年
内
教
員

Ｏ

Ｊ

Ｔ

〇学年

■ＯＪＴ（On-the-Job Training）

➢実際の職務の中で先輩や上司が教職

員を指導する仕組みをつくり、実践

【令和７年９月５日 台風15号の実際対応】

緊急時は立ち会議

■危機管理

9月5日台風15号
実際の引き取り

と学校待機

会議 受けて

校長・副校長不在時でも児童の安全確保の体制

➢ あらかじめ指揮者・関与者の指定

①緊急時の迅速対応 ①緊急時の組織対応

校長・副校長と教職員 個別面接

➢年４回 自己申告面接

➢１人１人の職務の協議・共通理解

➢明確な自己プランのもと１年間の職務

人事考課制度

■自己申告面接 ■研修・研究

➢本校重視の小グループ対話

➢授業・指導についても皆で協議

教

職

員

研

修

校

内

研

究

■学年を軸とした教育活動
主任を軸とした学校運営

学年・主任を軸に

●学年

３

組

２

組

１

組

４

組

✓週リズム ✓学年単位の活動重視

✓教科担任制

学
年
主
任
会

木曜

学

年

会

金 曜

学

年

朝

会

月曜
発
達
段
階
に
応
じ
た

的
確
な
指
導

全学年主任で確認 学年で検討 学年で指導


